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【
う
ら
へ
続
く
】

  
菅
首
相
が
日
本
学
術
会

議
が
推
薦
し
た
会
員
候
補

１
０
５
人
の
う
ち
６
人
の

任
命
を
拒
否
。
そ
の
多
く

が
安
保
法
制
や
共
謀
罪
、

沖
縄
の
新
基
地
建
設
な
ど

に
反
対
を
表
明
し
て
い
ま

す
。

　

日
本
共
産
党
の
志
位
委

員
長
は
１
日
、
国
会
内
で

記
者
会
見
し
、「
学
問
の
自

由
を
脅
か
す
極
め
て
重
大

な
事
態
」
だ
と
指
摘
し
、

「
学
問
の
自
由
」
脅
か
す
重
大
事
態

  

違
憲
・
違
法
の
任
命
拒
否
は
撤
回
せ
よ

　
　     

　
志
位
委
員
長
が
記
者
会
見

菅首相 学術会議介入
   ６人の任命を拒否

「
野
党
共
闘
を
大
い
に
強

め
、
違
憲
、
違
法
の
任
命

拒
否
を
撤
回
さ
せ
る
べ
く

全
力
を
あ
げ
た
い
」
と
表

明
し
ま
し
た
。

学
術
会
議
新
旧
会
長
“
大
変
重
大
”

　

日
本
学
術
会
議
は
１
日
、

東
京
都
内
で
総
会
を
開
き
、

山
極
寿
一
前
会
長
（
京
都

大
学
前
総
長
）
は
退
任
あ

い
さ
つ
で
、「
日
本
学
術
会

議
法
第
７
条
で
『
推
薦
に

基
づ
き
』
と
あ
る
の
は
重

い
規
定
。
任
命
拒
否
は
日

本
学
術
会
議
の
歴
史
に
な

か
っ
た
こ
と
で
重
大
だ
。

大
変
残
念
だ
」と
述
べ
、菅

首
相
に
説
明
を
求
め
て
い

る
と
報
告
し
ま
し
た
。

　

ま
た
新
会
長
に
選
出
さ

れ
た
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞

受
賞
者
の
梶
田
隆
章
東
京

大
学
教
授
は
、
総
会
後
の

会
見
で
「
重
要
な
問
題
な

の
で
、
し
っ
か
り
対
処
し

て
い
き
た
い
。
学
問
の
自

由
、
学
術
会
議
の
中
立
性

に
も
か
か
わ
る
こ
と
だ
と

思
っ
て
い
る
」
と
話
し
ま

し
た
。

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
ド
コ
モ
の
完

全
子
会
社
化
を
発
表
（
29

日
）。「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
ド
コ
モ

株
の
66
％
を
保
有
し
て
お

り
、
残
り
の
34
％
を
株
式

公
開
買
い
付
け
で
取
得
す

る
」「
投
資
額
は
４
・
３
兆

円
。
す
ご
い
額
だ
」「
経
営

効
率
化
に
よ
り
携
帯
電
話

料
金
の
値
下
げ
に
対
応
す

る
と
と
も
に
６
Ｇ
な
ど
へ

の
投
資
強
化
と
い
う
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
。

「
世
界
の
死
者
が
１
０
０

万
人
を
超
え
た
。
累
積
感

染
者
数
も
約
３
３
０
０
万

人
と
歯
止
め
が
か
か
っ
て

い
な
い
」「
阪
神
球
団
で
一

軍
を
含
む
選
手
、
球
団
ス

保
健
所
人
員  

８
割
が
不
足
と
回
答

 

コ
ロ
ナ
禍
　
自
治
労
連
が
実
態
調
査

　

自
治
労
連
は
、
コ
ロ
ナ

禍
の
保
健
所
の
職
場
実
態

に
関
す
る
調
査
（
中
間
報

告
）
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
４
月
の
人

員
体
制
に
つ
い
て
、「
全
く

足
り
な
か
っ
た
」
64
・

５
％
、「
少
し
足
り
な
か
っ

た
」
19
・
４
％
と
約
８
割

が
不
足
し
て
い
た
と
回
答
、

そ
の
ひ
っ
迫
状
態
が
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

に
対
し
通
常
時
で

も
６
割
が
人
員
不

足
に
な
っ
て
い
た

と
回
答
。
保
健
所

は
慢
性
的
な
人
員

不
足
で
、
こ
れ
が

コ
ロ
ナ
禍
で
の
住

民
対
応
の
遅
れ
な

ど
を
招
い
た
こ
と

が
浮
き
彫
り
と
な

り
ま
し
た
。

　

自
治
労
連
は

「
医
師
・
保
健
師
等
の
専
門

職
、専
門
職
外
問
わ
ず
、人

材
育
成
が
必
要
」
と
訴
え

て
い
ま
す
。
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

タ
ッ
フ
が
感
染
す
る
ク
ラ

ス
タ
ー
が
発
生
。
遠
征
先

の
会
食
で
感
染
し
た
と
の

こ
と
」「
１
日
か
ら
Ｇ
ｏ
Ｔ

ｏ
ト
ラ
ベ
ル
に
東
京
が
追

加
さ
れ
た
」「
観
光
業
界
は

歓
迎
し
て
い
る
が
、
人
の

往
来
の
増
加
に
よ
る
感
染

拡
大
を
懸
念
す
る
声
が
あ

る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

杉
田
水み

お脈
衆
院
議
員
が

「
女
性
は
い
く
ら
で
も
ウ

ソ
を
つ
け
る
か
ら
」
と
発

言
。「
女
性
・
性
被
害
者
を

侮
辱
す
る
暴
言
だ
」「
フ
ラ

ワ
ー
デ
モ
が
呼
び
か
け
た

議
員
辞
職
を
求
め
る
オ
ン

ラ
イ
ン
署
名
が
12
万
６
千

筆
を
超
え
た
」「
こ
れ
ま
で

も
暴
言
を
繰
り
返
し
て
き

た
。議
員
辞
職
す
べ
き
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

10
月
か
ら
酒
税
の
税
率

改
正
。「
格
安
な
第
三
の

ビ
ー
ル
や
ワ
イ
ン
が
上
が

る
」「
９
月
末
に
は
量
販
店

に
山
積
み
に
な
っ
て
い

た
」「
庶
民
に
は
厳
し
い
仕

打
ち
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

東
証
シ
ス
テ
ム
障
害

（
１
日
）。「
一
日
中
全
売
買

が
停
止
し
た
」「
な
ぜ
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
が
起
動
し
な

か
っ
た
の
か
？
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

大
相
撲
秋
場
所
、
関
脇

正
代
が
初
優
勝
（
27
日
）。

「
横
綱
不
在
の
場
所
だ
っ

た
が
新
入
幕
の
翔
猿
と
と

も
に
盛
り
上
げ
た
」「
正
代

は
大
関
に
昇
進
し
た
」

　
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
は
、米

情
報
自
由
法
を
活
用
し
、
在

日
米
大
使
館
が
国
会
で
安
保

法
制
を
審
議
中
の
２
０
１
５

年
９
月
に
、
本
国
に
伝
え
た

秘
密
指
定
を
含
む
５
本
の
公

電
を
入
手
し
ま
し
た
。

　

集
団
的
自
衛
権
に
つ
い
て

安
倍
政
権
は
「
憲
法
９
条
の

も
と
で
は
行
使
で
き
な
い
」

と
い
う
政
府
憲
法
解
釈
を
勝

手
に
変
更
。
15
年
９
月
９
日

の
米
公
電
は
「
こ
れ
に
よ
り
、

日
本
の
軍
隊
は
特
定
の
条
件

の
も
と
で
同
盟
国
へ
の
攻
撃

に
対
処
す
る
こ
と
が
認
め
ら

れ
る
」
と
し
、“
米
国
の
戦
争

に
役
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
”

と
評
価
し
ま
し
た
。
ま
た
９

月
19
日
の
公
電
は
、
国
会
周

辺
に
抗
議
の
市
民
が
押
し
寄

せ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
与

党
は
午
前
２
時
半
ま
で
に
何

と
か
採
決
を
終
わ
ら
せ
た
」

「
歴
史
的
偉
業
を
成
し
遂
げ

た
」（
別
掲
）
と
絶
賛
し
て
い

ま
す
。

　

一
方
、
公
電
は
12
万
人
の

国
会
デ
モ
や
抗
議
行
動
を
詳

し
く
報
告
。
国
民
の
運
動
に

力
が
あ
り
デ
モ
が
拡
大
す
る

危
惧
を
に
じ
ま
せ
て
い
ま
す
。

核兵器禁止条約
マルタ、マレーシアが批准

　発効へあと４カ国

　

地
中
海
の
島
国
マ
ル
タ

が
９
月
21
日
、
30
日
に
は

マ
レ
ー
シ
ア
が
核
兵
器
禁

止
条
約
を
批
准
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
条
約
発
効
に

必
要
な
批
准
国
数
50
ま
で

残
り
４
カ
国
に
迫
り
ま
し

た
。

　

核
兵
器
の
開
発
、
実
験
、

保
有
、
使
用
、
使
用
の
脅

威
を
初
め
て
違
法
化
す
る

史
上
初
の
条
約
の
発
効
が

い
よ
い
よ
間
近
に
迫
っ
て

い
ま
す
。

　

日
本
政
府
は
被
爆
者
の

願
い
と
圧
倒
的
世
論
に
応

え
、
条
約
を
批
准
す
べ
き

で
す
。

菅氏の報道介入批判

　国境なき記者団

　

国
際
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

団
体
「
国
境
な
き
記
者
団

（
Ｒ
Ｓ
Ｆ
）」
は
９
月
16
日

付
ニ
ュ
ー
ス
で
、
菅
首
相

に
、
発
達
し
た
民
主
主
義

国
家
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、

報
道
の
自
由
を
守
る
義
務

を
果
た
す
よ
う
求
め
ま
し

た
。

　

Ｒ
Ｓ
Ｆ
は
４
月
、
世
界

１
８
０
カ
国
・
地
域
を
対

象
に
し
た
報
道
の
自
由
度

に
関
す
る
調
査
結
果
を
発

表
。

　

日
本
は
今
年
２
０
１
２

年
の
22
位
か
ら
66
位
に
急

落
し
た
と
指
摘
。
菅
氏
が

記
者
会
見
で
特
定
の
記
者

に
回
答
を
拒
否
し
、
コ
ロ

ナ
禍
で
は
感
染
拡
大
を
口

実
に
、
参
加
記
者
を
制
限

し
て
き
た
こ
と
な
ど
を
指

摘
し
、「
官
房
長
官
と
な
っ

た
12
年
か
ら
安
倍
前
首
相

の
右
腕
と
し
て
、
報
道
に

介
入
し
、
記
者
を
敵
視
す

る
風
潮
を
生
み
出
し
て
き

た
責
任
が
あ
る
」
と
批
判

し
ま
し
た
。

　
　

×　
　
　
　

×

　

米
大
リ
ー
グ
、
レ
ギ
ュ

ラ
ー
シ
ー
ズ
ン
終
了
。「
新

型
コ
ロ
ナ
の
関
係
で
60
試

合
だ
っ
た
」「
カ
ブ
ス
の
ダ

ル
ビ
ッ
シ
ュ
有
投
手
が
８

勝
を
挙
げ
日
本
人
初
の
最

多
勝
を
獲
得
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
甲
府
気
象
台
が
富
士

山
の
初
冠
雪
を
発
表
し
た

（
９
月
28
日
）」「
昨
年
よ
り

24
日
、
平
年
よ
り
２
日
早

い
」「
街
を
歩
く
と
キ
ン
モ

ク
セ
イ
の
い
い
匂
い
が
す

る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
10
月
１
日
は
午
後
か

ら
雲
が
と
れ
て
、
夕
焼
け

空
が
見
事
な
あ
か
ね
色

だ
っ
た
」「
中
秋
の
名
月
が

一
晩
中
美
し
か
っ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予

防
接
種
始
ま
る
。「
早
め
の

接
種
が
勧
め
ら
れ
て
い

る
」「
東
京
都
で
は
今
年
は

65
歳
以
上
は
無
料
に
な
っ

た
」

「赤旗」が米秘密公電スクープ
   安保法制強行を「歴史的偉業」と絶賛

安
保
法
制
で
“
日
本
は
米
国
の
戦
争
に
役
立
つ
”


